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吉井川河口域におけるシラウオの成長，成熟および分布

草 加 耕 司・弘 奥 正 憲＊1・岩 本 俊 樹＊2・竹 本 浩 之＊2

Growth, Maturation, and Distribution of the Shirauo Salangichthys microdon in the Yoshii River Estuary

Koji KUSAKA, Masanori HIROOKU, Toshiki IWAMOTO and Hiroyuki TAKEMOTO

　シラウオSalangichthys microdonはキュウリウオ亜目

シラウオ科に属し，体長は70〜100mm，幼形成熟して

満 1 年で寿命を完結する年魚である1）。朝鮮半島東海岸

から沿海州，国内では北海道から岡山までの太平洋岸お

よび熊本までの日本海沿岸の汽水湖を中心として河口域

や沿岸域等に分布し1），ワカサギHypomesus nipponensis

と並び汽水域における重要な水産資源となっている。

　農林水産省の漁業・養殖業生産統計2）によると，全国

の漁獲量は近年減少傾向にあるが，年間600t前後で安定

している。その主産地は小川原湖，霞ヶ浦，網走湖，宍

道湖等の汽水湖で全体の 9 割以上を占めており，河口域

の産地では激減している。岡山県のシラウオ漁業は1950

年代から高梁川や吉井川の河口域で始まり，固定式さし

網や四つ手網により最盛期には年間10t前後の漁獲が

あったが2），現在では統計に上がらない量まで減少した。

こうした現状から2011年，’12年に吉井川で固定式さし網

を行う 2 漁協が操業を自粛したものの，翌年以降の漁獲

量増加には結び付かず，本種の生態や河川環境にあった

資源管理方策や環境保全策の検討が求められている。本

種の生息環境および生態について，比較的資源の安定し

ている汽水湖では，生活史全体にわたる調査が行われ，

資源管理の取組みもなされている。一方，河川での知見

は室見川3），由良川4）および石狩川5）等の日本海沿岸の数

例にすぎず，十分とは言えない。また県内でも ’70年代

に高梁川における産卵期の調査例6）があるのみである。

　そこで，吉井川下流および河口域のシラウオ資源回復

措置の検討に必要な基礎資料を得ることを目的として，

生活史や生息環境に関する調査を実施し，本種の成長，

成熟および分布等について知見を得たので報告する。

材料と方法

　調査水域　播磨灘北西部に流入する吉井川の下流と河

口域を含む児島湾周辺を調査水域とした（図 1 ）。吉井

川は岡山県の三大河川の一つであり，県東部を南北に貫

通して児島湾に注ぐ流域面積 2 千㎡，長さ133kmの一級

河川である。河口から約 7 km上流には灌漑のために設

置された鴨越堰が上流への塩水遡上を遮断しているた

め，堰から下流が潮感域となっている。児島湾は岡山市

街地の南に位置し，吉井川のほか，旭川，人工湖である

児島湖からの流入がある富栄養化し易い内湾である。シ

ラウオは，主に 1 月下旬から 3 月下旬までの間，鴨越堰

から下流で固定式さし網で漁獲されるほか，アキアミ

Acetes japonicusを対象として10月から 3 月に児島湾で

操業されるあみ押網でも一部混獲される。

　シラウオの採集と測定　2013年 5 月から ’14年 3 月の

間に毎月 1 回，図 1 に示した児島湾周辺の 8 定点におい

て稚魚ネット（口径72cm，側長207cm，目合0.5mm）

を用い，昼間に約 2 ノットの速度で 5 分間，表層と底層

付近（海底上0.5〜1.0m）を水平曳きした。採集した標

本は船上で 5 %ホルマリン液に固定して持ち帰り，仔稚

魚を選別した。’13年 5 月から ’14年 3 月の間にSt.A 〜 F

の 6 定点，続く ’14年 4 月から ’16年 3 月の間はSt.B 〜 E

の 4 定点において，毎月 1 ，2 回，汀線付近（ 1 m以浅）

で50mの サ ー フ ネ ッ ト（ 網 幅 4 m， 高 さ 1 m， 目 合

1 mm）曳きを行い，シラウオ仔稚魚を採集した。サー

フネットによる採集は概ね大潮から中潮の日中に行い，

100㎡曳網当たりの採集個体数（CPUE）を求めた。また， 

’13〜16年の毎年10〜 3 月の期間に毎月 1 回，St. 1 〜 6

の 6 定点において，三角形のモジ網（ 5 × 5 ×8.5m，目

＊1 現所属：岡山県農林水産部水産課 
＊2 現所属：岡山県農林水産総合センター普及連携部普及推進課
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8 〜11℃の低水温でほぼ一定であった。塩分は底層では

30前後で安定していたが，表層では平均21.4，範囲は

10.3〜29.5で変動が激しかった。

　サーフネット定点における底泥の粒度組成を図 4 に，

ILとAVSを表 1 に示した。St.B，Cは中央粒径0.1mmの

極細砂，St.A，Fは0.45mmの中砂，St.Dは0.6mmの粗砂，

St.Eは2.1mmの細礫に区分された。泥分率はSt.B，Cが

32.6，22.1%と高く，St.D，Eでは 1 %以下であった。IL

は0.35〜3.92%，AVSは0〜0.11mg/dwgの範囲で，概ね

中央粒径値の低い定点ほど高い傾向にあったが，水産用

水基準で好ましいとされるAVSの基準値（0.2mg/dwg）

よりも低く，良好な数値であった。

　成長　シラウオの平均体長の推移を図 5 に示した。稚

魚ネットではシラウオは全く採集されなかった。サーフ

ネットではふ化直後の仔魚は得られなかったが， 5 月上

旬から体長12.1mmの最小個体をはじめ18mm以下の屈

曲期の仔魚が採集され始めた。年変動はあるものの，平

均体長は 5 月に20mm台， 6 月には25mmに達し稚魚と

なった。 8 月には30mm台となったが， 7 月から10月の

間は，30mm前後で成長がやや停滞した。その後，11月

から 1 月にかけて高成長を示し，11月に40mm台，12月

に55mmで雄の臀麒麟や鰭の形状差など二次性徴が現れ

0

5

10

15

20

25

30

35

0

5

10

15

20

25

30

2013 2014 2015 （年. 月）
4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2

2013 2014 2015

表層

底層

St.B St.E

表層

底層

水

　温

（℃）

塩

　分

図 2 　サーフネット定点（St.B,E）における水温，塩分の推移
水深0.5〜0.8mの表層と底層の測定値 　　　　　　　　　

図 3 　押網定点（St. 1 ）における水温，塩分の推移
水深3.4〜4.4mの表層と底層の測定値　　　　
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との間に一定の関係はみられなかった（図 8 ）。

　サーフネットおよび押網で採集された成魚の雌雄比を

図 9 示した。サーフネット定点のSt.Dでは 2 〜 5 月の間

に 3 か年で計 5 日の成魚採集事例があり，採集日別の性

比は雌100%が 1 日，雄100%が 4 日と偏っていた。一方，

押網定点のSt. 1 ， 2 では12〜 3 月の日別雌割合はSt. 1

が平均71（範囲：47−97）%，St. 2 が65（40−83）%と採

集月等による傾向は認められないが，雌の割合が高かっ

た。

　なお，’13年 5 月 8 日にSt.Dで採集された雌 6 個体の平

均体長は88.2±2.0mm，GSIは9.61±3.20，孕卵数は592

（355-700）粒/個体であった。

　分布　サーフネットによるCPUEの推移を図10に示し

た。サーフネットでは 5 月上旬から11月下旬に仔稚魚が

表 2 　シラウオ成魚の雌雄別体長，体重の推移（2014年）

月．日
体　長（mm） 体　重（g）

雄 雌 雄 雌

1 月14日 68.5±5.3　 （50） 69.8±4.0　 （39） 0.96±0.29 0.85±0.16

2 月19日 78.4±2.4ｂ（44） 82.2±5.0ａ（50） 1.96±0.28 1.93±0.38

3 月12日 79.6±2.5ｂ（46） 84.5±3.3ａ（50） 2.33±0.27 2.23±0.33

数値は平均値±標準偏差（個体数）

異なるアルファベット間で有意差有り（p<0.05）
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図 6 　雌雄別の体長と体重の関係（2013年12月〜 ’14年 3 月）
BW：体重，BL：体長，n：個体数　 　　　　　

図 7 　生殖腺重量指数（GSI，平均値）の推移
GSI=生殖腺重量/体重×100 　　　　

バーは標準偏差を示す　　　　　　　
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図 8 　 2 月， 3 月の孕卵数と平均卵径
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採集され，特に 9 ，10月にCPUEが50個体/100㎡以上と

高い事例がみられた。一方，12月上旬から 4 月下旬に仔

稚魚は採集されなかった。定点別では，全般に吉井川河

口のSt.BとCで採集頻度とCPUEが高く，児島湾内の

St.DとEでは低かったが， 5 月はSt.EでCPUEが最も高

く，St.Dでも採集された。児島湾奥のSt.Fは 5 月，吉井

川下流のSt.Aは11月に数個体が採集されたのみであっ

た。

　押網によるCPUEを図11に示した。押網では12月中旬

から 3 月中旬まで成魚が採集され， 2 月中旬と 3 月中旬

にCPUEが100個体/時間以上と高いことが多かった。一

方，10，11月には稚魚も含め全く採集されなかった。定

点別では吉井川河口のSt. 1 が毎年最も多く，続いて下

流のSt. 2 ，児島湾内のSt. 3 の順で，湾中央から湾奥の

St. 4 〜 6 では ’13-14年以外の 2 か年はほとんど採集さ

れなかった。年別では ’13-14年には 2 月にSt. 1 で最高
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図 9 　サーフネット（St.D）および押網（St. 1 ， 2 ）で採集された成魚の雌雄比
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615個体/時間と高かったほか，１〜 3 月の間に児島湾ほ

ぼ全域に分布した。

考　　　察

　吉井川河口域におけるシラウオの生息環境および生活

史を把握するため，稚魚ネット，サーフネットおよび押

網により周年にわたる採集を試みたところ，ふ化直後の

仔魚を除き，概ね仔魚から成魚までの各発育段階の検体

を得た。

　出現時期と成長過程について，本水域では 5 月上旬か

ら体長10mm台の仔魚が出現し， 5 月中に20mm台， 6

月 に25mmの 稚 魚， 8 月 に30mm台，11月 に40mm台，

12月に55mmと推移し， 2 月には80mm台に成長して，

成魚期には雌が大型化することが明らかとなった（図

5 ）。この間，7 〜 9 月の高水温と 1 〜 3 月の低水温期（図

2 ， 3 ）に成長速度が鈍化する傾向がみられ，水温の影

響が示唆された。冬季の成長停滞要因として，水温に加

え二次性徴の発現や成熟の影響が考えられた。吉井川河

口域の成長過程は，涸沼7），小川原湖8），室見川3），由良

川4）等，本州の他水域と概ね一致し，本種の一般的な特

性を有していた。

　シラウオの産卵期は春季の数か月にわたり9），各雌が

複数回産卵する10）。今回，雌成魚のGSIは 1 月中旬から

2 月中旬にかけて約 3 倍に増大した（図 7 ）。成熟卵径

について森・船越11）は，長良川産では0.9〜0.95mmと報

告している。今回 2 月の平均卵径は0.81mmで 3 割以上

の個体が0.9mmを超えており（図 8 ），これらの雌は産

卵に十分な成熟状況であったと推察された。これらのこ

とから，本水域のシラウオは 1 月から成熟し， 2 月中旬

には産卵を開始すると考えられた。一方，終期に関して

は， 1 例ではあるものの 5 月上旬にサーフネットで成熟

した雌が採集されたことから（図 9 ），産卵は 5 月まで

継続する可能性が示唆された。本種の産卵は水深 2 〜

3 m以浅の粒径0.25mm以上の砂礫底で行われること 

や12 , 13）， 2 〜 4 月に同定点で雄成魚も採集されたことか

ら（図 9 ），粗砂底であるSt.D周辺に産卵場が形成され

ている可能性が高いと考えられた。雌雄は繁殖行動時以

外には別群で行動するため，産卵場での性比は偏るとし
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図11　押網採集による成魚のCPUE
　　　  CPUE：時間当たりの採集個体数
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た既往の知見5 , 14）とも一致した（図 9 ）。今後， 2 〜 5

月に底泥の採取による産着卵調査を行い，本水域の産卵

場を特定してその特性を明らかにするとともに，産着卵

の分布密度の推移等から産卵開始期，盛期，終期の再検

証が必要である。

　仔魚の分布域について隼野15）は，網走湖ではふ化直後

には産卵場付近に集中するが，その後，遊泳力の乏しい

生活初期には湖流により湖全域に分散する傾向があると

述べている。今回，仔魚期の 5 月には，周年を通して出

現頻度が低かったSt.D，Eや湾奥のSt.Fでも採集されて

おり（図10），仔魚は児島湾全域に分散した後，粒径の

粗い砂浜等へも着底することが示唆された。続く 6 〜11

月の稚魚期には吉井川河口のSt.BとCに高密度で出現し

た（図10）。仔稚魚の餌生物は，湖では枝角類，河口・

沿岸域では橈脚類やアミ類などいずれも動物性プランク

トンのうち主に甲殻類であることが報告されている16 , 17）。

St.B，Cにおいて夏季から秋季に曳網したサーフネット

にはアキアミ18）やニホンイサザアミNeomysis japonica

が多数混獲されたことから，両定点付近の泥干潟は小型

甲殻類やその幼生が豊富な生産性の高い水域と考えられ

る。仔稚魚はこれらの餌生物を求めて高密度に分布する

と推察され，吉井川河口の粒径の細かい泥干潟域が本種

の成育場として重要な役割を果たしていることが示唆さ

れた。

　12月以降，汀線付近でのサーフネットによる採集個体

数は皆無となり（図10），代わって10，11月には採集さ

れなかった水深 5 〜10mの押網定点で成魚が得られるよ

うになった（図11）。12月の採集個体には二次性徴が現

れ始めていたことから，水温の降下や成熟に伴う生息域

の移動，成育場からの移出と考えられた。成魚の分布は

吉井川下流や河口付近が主体であり，児島湾中央から湾

奥では僅かであった（図11）。 3 年間の分布経過から，

資源量が少ない年にはこの傾向が強まると考えられた。

　本種の分布域は海跡湖，河川河口域や沿岸部など淡水

と海水の双方の影響を受ける水域で，涸沼12）では周年湖

内に分布するが，網走湖19）や小川原湖20）では降海するも

のと湖内に周年残留するものの混在が示されている。ま

た，室見川3），由良川4）など静穏域を持たない水系の分

布範囲は河川内の塩水楔と河口周辺域に限定され，河口

を大きく離れて回遊しないことが報告されているなど，

その回遊パターンは水系によって様々である。今回の調

査結果から，吉井川においても発育段階ごとに分布域に

変化はあるものの，主群の生活史は鴨越堰から下流の河

口域を主体とした児島湾内で完結すると考えられた。た

だし，旭川と吉井川が流入する児島湾内および湾外沿岸

は周年，河川水の影響を受け易く，アユPlecoglossus 

altivelisの仔稚魚は児島湾口から約10km離れた海域でも

採集されることから21），瀬戸内海の内湾付近において本

種が河口域を離れて回遊することも否定できない。今後

は耳石中の微量元素の解析22）等を行い，吉井川産シラウ

オの生活史や移動・回遊の詳細を明らかにしたい。

要　　　約

1 ．吉井川河口域におけるシラウオの生息環境および生

活史を把握するため，稚魚ネット，サーフネットお

よび押網による周年調査を実施した。

2 ． 5 月上旬から体長10mm台の仔魚が出現し， 5 月中

に20mm台， 6 月に25mmの稚魚， 8 月に30mm台，

11月に40mm台，12月に55mmと推移し， 3 月には

80mm台に成長して，成魚期には雌が大型化した。

3 ．12月から二次性徴が現れ始め， 1 月から成熟して産

卵期は 2 〜 5 月と考えられた。

4 ．仔魚は児島湾内の砂浜等に着底後，稚魚期には吉井

川河口の泥干潟に高密度で出現し，成魚は主に吉井

川下流や河口付近へ分布した。

5 ．主群の生活史は，吉井川の鴨越堰から下流と河口域

を主体とした児島湾内で完結すると考えられた。
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